
ＳⅭＡＬＥ

藤 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士登録　第８５５８０号

ⅮＲＡＷＮ ⅮＥＡＴⅭＨＥⅭＫ ⅮＥＡＴ

ＴIＴＬＥ

ⅯＥⅯО

藤田　泰蔵

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

07
01

ＳＨＥＥＴ ＮОＳＥＡＬ

一級建築士事務所

ＴＥＬ：０７４９－６３－４５００

（ロ）第２４４９号

滋賀県 知事 登 録

ＦＡＸ：０７４９－５６－３０１８
滋 賀県 長 浜市口分 田 町３５０番 地７ 機械設備工事特記仕様書

Ｍ

〇要　　○不要

〇管径40mm未満・保温厚30mm以上、管径40mm以上・保温厚40mm以上

ＪＩＳ又はＪＶ　（○ 5Ｋ　　　　〇10Ｋ　　（図示部分））

○保温付き銅管  〇保温付金属強化ポリエチレン管（保温の厚みは下記による。）

●

●硬質塩化ビニル管（VU）

●硬質塩化ビニル管（VP）

※●硬質塩化ビニル管（VP）

●硬質塩化ビニル管（VP）  ○耐火二層管（FDVD）

●硬質塩化ビニル管（VP）  ○耐火二層管（FDVD）●

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　●（c）による。●

●

　　　　　　　　●その他の部分（●10K 　○5K　　 　　）

●

〇

（3）その他の一般配管　●ビニルライニング鋼管（SGP-VA）50A以上 ●耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）50A未満

（2）地中埋設配管　●耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）  〇水道用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（ｴｽﾛﾊｲﾊﾟｰAW）

●

高温出湯（火傷防止）しない器具を選定する。シャワー水栓

●

●

●

〇

〇

●

●

●低圧ダクト（〇コーナーボルト工法（長辺の長さが1500ｍｍ以下の部分）　　●スパイラルダクト）●

一　式

一　式

一　式

一　式

一　式

一　式

屋　内

○

●

●

●

●

〇硬質塩化ビニル管（ＶＰ）、室内機との接続は断熱フレキドレンホース（６）ドレン管

機器リスト参照

●

●完成図の原図サイズは、原則としてＡ１とする。

〇

●設けない　　　　　○設ける●

〇要　　○不要

〇本工事（厨房）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇親メーター（〇貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）

○

○ドライシステム　　○

○

○

○

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（ａ）　○（ｂ）　○（ｃ）による。

○

○

○

○

○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製

　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

〇

●保温付冷媒用被覆銅管（屋内の接続は火無工法とする）

○

〇

（〇ピット内　●屋外）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４）とする。

●

 　（〇浴室（ユニットは除く）  〇脱衣室  ○厨房          ○           ）

〇多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）

●屋外露出部（〇給水管 ○消火管 ○膨張管 ○ドレン管 ●冷媒〇弁類を含む）は防凍保温を行う。

（2）埋設表示用テープ　●要（位置については図示による）　　○不要

（1）地中埋設標　　　　●要（位置については図示による）　　○不要●

〇

●風量調整　　〇水量調整　　●室内外空気の温湿度の測定　　●騒音の測定

〇根切り土の中の良質土　　〇外面被覆を施した配管は山砂の類〇

〇埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

●本工事で設置とする。

●

構内につくることが　　●できる（場所は監督員と協議する）　  ○できない●

○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

●熱絶縁施工（保温工事）　●冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

●配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）●

　●要　　　○不要

●

○

その他

厨房の排気ダクト、浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

保温

チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

排気ダクトのシール

ダンパー 空気調和設備の当該項目による。

取り付け箇所は図示による。風量測定口○

とする。ただし、厨房の排気ダクトはアングル工法とする。

上水道課との協議

建物導入部配管

水栓柱

管の埋設深さ 管の上端より原則として、一般敷地は（　30cm）構内道路は（　60cm）以上とする。

保温の厚み

その他

空調用冷媒管の防火壁区画貫通処理は「認定番号 PS060WL-0130」にて処理を行う。

空調用冷媒管の防火床区画貫通処理は「認定番号 PS060FL-0129」にて処理を行う。

耐火二層排水管の防火壁区画貫通処理は「認定番号 PS060WL-0312」にて処理を行う。

耐火二層排水管の防火床区画貫通処理は「認定番号 PS060FL-0383」にて処理を行う。

24

23

22

21

液化ガス保安法第３８条の２に基づき施工する。

水道法施行令第５条及び浄化槽法第３条の２第１項に基づき施工する。

20

19

（3）仮設配管は、硬質塩化ビニル管（VU）

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。洗面器等の排水管

〇１階床上部分より上部の配管は耐火二層管とし、保温は行わないものとする。

（4）仮設配管はポリエチレン管（シール付発泡ポリエチレン保温材20mm共）

○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

弁類

量水器桝

量水器

○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

水栓

○外気ダクトの保温　範囲は（○全て　　　　○　　　　　　）

○

○

建築基準法を含む建築基準関係規定に基づき施工を行う。18

　　　　　　　　（2）地中　ポリエチレン管

〇冷媒管の外装の種別は（〇ステンレス鋼板仕上げ　　●スリムダクト（塩ビ化粧カバー））

●屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　

●

●

　　　　事前調査

（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

洗浄水量が6.0Ｌ/回以下のものとする。

設備機器の固定等は、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」 2005年版により行う。ただし、

設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度Ｋh及び設計用鉛直震度Ｋｖ（Ｋh/２）

○雨水利用　○排水再利用　○厨房除害　○浄化槽

○

工事範囲

別途（〇50kg　　○　　　　　　○　　　　　　　）×　2　本

3．その他の特記事項

歩行に障害となる配管等にはキャットウォークを設けること。17

16 床排水金物の椀は樹脂製とする。

土間下配管の支持は床筋からＳＵＳ製吊金物施工とする。15

14 振動を伴う機器類の取付、据付には運転時緩み等のない対策を講ずること。

こと。この場合の数量変更の増減はしない。

13 取合、取扱、保安上当然必要な器具類及び位置変更は係員の指示による

提出書類関係は内容をよく把握し係員に説明し、来暦表を添付のこと。12

11 天井点検口裏には使用用途を記入すること。

点検口は点検時支障のない場所に設けること。10

検査時に必要な器具は請負業者が準備すること。9

ないようにつとめること。

請負業者は施工に必要な計算を係員の指示により行い、工程に支障を与え8

7 屋外設置の弁（弁棒）には防錆対策を設けること。

ＰＳ内のダクト、配管には銘板等で明示すること。6

5 機器類の銘板は本体外に１枚を準備すること。

4 機材置場、駐車場等は指定地区内とし、周辺に迷惑のかからないように

整理、整頓に努めること。

3 既設物、既存物等の破損は原因者負担で、現況に復旧すること。

施工中の地中埋設物処理は協議のうえ請負業者負担で行う。2

支持金物はＳＵＳ製又は溶融亜鉛メッキとする。

屋外取付け部材は防錆対策を施すこと。機器アンカーボルト＋ナット、1その他特記事項

設備方式

仕様等 図示による。

電気防食

漏洩検知装置

ガス漏れ警報器

メーター

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（〇（ａ）　　○（ｂ））による。転倒防止等

集合装置 標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　１本２組、２本４組。

充てん容器

配管材料

ガス種別

機器の機能等 図示による。（別途工事）

図示による。（別途工事）厨房用熱源

システム

本工事にて行う。省エネ手続き

●

● 工事の施工に必要な官公署その他への手続は全て本工事とし、速やかに行うこと。

 　手続き

官公署その他への

試験

％ 

％ 

℃ 

●

〇一般の施設

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督職員

2．特記仕様

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

該当する建築材料

4,旧ＪＩＳのＦｃｏ規格品

3,旧ＪＩＳのＥｏ規格品

2,建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

1,ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

3,下記表示のあるＪＡＳ規格品

2,建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

1,ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

第　三　種

規制対象外

の放散量

ホルムアルデヒド

　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす

　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少

　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ

　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等

　　　　　て少ないものとする。

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性

　　　　　いものとする。

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な

　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。

　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの

（３）化学物質を放散する建築材料等

　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。

（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達

　　　これらと同等のものとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む。）に規定するもの又は、機材等●

　　　よる。

　　　の工事仕様は適用しない。なお、電気設備工事の工事仕様は、（01／E）図、建築工事の工事仕様は（01～03／A）図に

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記

　　　（以下、「標準図」という。）による。

　　　（最新版）」、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」

　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機

1．共通仕様

２．工　事　仕　様

5．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日）

○

○

空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

厨房設備

ガス設備

排水処理設備

○

屋　外

工事種別

工　事　種　目

建物別及び屋外

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

備考
消防法施行令

別 表 第 一（ｍ2）

延 べ 面 積
階　　　　数構　造建　物　名　称

2．建物概要

1．工事場所

１．工　事　概　要

仕様書

工事設計図

施工調査

吊り及び支持金物

● 天井仕上区分 （　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

電線類 電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。はつり

○　　　　○ 　　　　　○

下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

下記の金属電線管は塗装を行なう。塗装

●屋内露出（●多目的便所　○　　　　　）の保温外装は（●アルミガラスクロス　○　　　　　）とする。

○共同溝、床下ピットの保温は（標準仕様書第2編の施工箇所　　　　　　　　　）を適用する。

　のものは40mmとする。

　仕様は標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5とする。厚さは配管の呼び径25以下のものは50mm、呼び径32以上

保温●

地中埋設標等

取付け箇所は図示による。絶縁継手

溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）配管○

（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　13階建以上の場合は上層4階

　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）

重要機器は次のものを示す。

　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　●空調機器　　　　〇熱源機器

　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置

　 〇火を使用する設備   ○避難経路上に設置する機器　　○

一般機器

1.0

（1.5）

1.0

0.6

（1.0）

<0.6>

0.4

（0.6）

<0.6><1.0>

（1.0）

0.6

<1.0>

（1.5）

1.0

<1.5>

（2.0）

1.51.5

（2.0）

<1.5>

1.0

（1.5）

<1.0>

0.6

（1.0）

<1.0><1.5>

（1.0）

1.0

<1.5>

（1.5）

1.5

<2.0>

（2.0）

2.0

1階及び地下階

中間階

屋上及び塔屋

上層階

重要機器一般機器重要機器

設置場所

耐震安全性の分類

●特定の施設

設計用水平震度

を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

耐震措置

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。容量等の表示●

○50Hz　　　●60Hz電源周波数●

○別途とする。

●本工事（調整項目は下記のものとする。）総合調整●

監督職員の指示による。機材の承諾図●

の大きさは、約０．４ｍ2 とする。

機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。案内板案内板○

●設備概要書、完成写真の（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。

●完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。

●完成図は建築工事の仕様による。完成図等●

埋め戻し土・盛土

○現場説明書による(場外搬出処分）。

建設発生土の処理

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

足場・さん橋類

工事用仮設物

・その他

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。工事用電力・水●

監督員事務所

技能士の適用

安の業務を行うものとする。

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保電気保安技術者

　　　（ロ）資格の区分１）の資格を有する者

　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　●資格の区分２）

　　　　　　部門に合格した者

　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学

　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目

　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　（イ）建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」という。）のうち、

　○資格の区分１）

主任技術者等●

証明 他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会機材の品質･性能○

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　

測定はパッシブ型採集機器により行う。

の指示に従う。物質の濃度測定

室内空気中の化学○

満水試験継手

放流納付金等

図示の箇所に取り付ける。

（2）屋　　外

桝間

第一桝まで

通気管

雑排水管

汚水管（1）屋　　内配管材料

（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）配管材料

洋風大便器

ものとする。

小便器自動洗浄装置 小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる

○取り付け箇所　（○大便器　○小便器）　　材　質（○　　　　　　）標記板○

洗面器 手洗器は止水栓付とする。

○設ける（ピット内は除く）　　○設けない和風大便器耐火カバー○

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。衛生器具付属水栓

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

（機器、盤類は除く）

電気計装工事の配線 使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.2.12の使用する電線類の規格による。

構成その他

○ ダクト ○亜鉛鉄板　　○

排煙口の形式○ ○図示による

○ワイヤー式　○電気式（遠隔操作　○不要　○要）○ 排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。排煙風量測定○

ダクト

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報油面制御装置

保温及び消音内貼り

○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様

とする。

○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

〇空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。

○

コック付とし、取り付け箇所は図示による。瞬間流量計○

取り付け箇所は図示による。圧力計○

取り付け箇所は図示による。温度計○

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

ＪＩＳ又はＪＶ　（○ 5Ｋ　　　●10Ｋ（図示部分））弁類○

（５）冷媒管

○

○

○

○

還　管

給気管（４）蒸気管

（３）油管

（２）冷却水管

○配管材料 （１）冷温水管

（２）ピストンダンパー 復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）（１）防煙ダンパーダンパー○

（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。

　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。チャンバー○

取り付け箇所は図示による。風量測定口○

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）　○アングルフランジ工法）ダクト

℃ 

℃ ％ 

％ 

℃ 

℃ 

℃ ％ 

％ 

冬期

夏期

外　　気

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB)

一 般 系 統

湿度(RH) 湿度(RH)温度(DB)

屋　　　　　　　　　内

温度(DB) 湿度(RH)

℃ 

℃ ％ 

％ 

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。鋼板製煙道○

設計用温湿度

新設粉末消火器ABC 10型 倉庫棟4本、便所棟2本　図示収納ＢＯＸ共（申請手続きは本工事に含む）消火器○

建物導入部配管

ただし、防凍保温は共通事項による。

保温 屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ３・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。

　　　　　　　　　　地中 ○

（２）連結送水管　　一般 ○

　　　　　　　　　　地中 ○

（１）屋内消火栓　　一般 ○  配管材料

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

弁類

配管材料

豊公園再整備倉庫棟他新築

滋賀県長浜市公園町

新設倉庫棟及び便所棟の機械設備工事の一切を施工する。

○ ○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。

　　　　　調査項目　　●既設給水配管、既設汚水配管

　　　　　調査範囲　　●目視及び既存設計図書

　　　　　調査方法　　●目視及びスケールにて採寸し、メーカーに問い合わせ、監理者に報告する。

●深形フードは指定色焼付塗装とする。

●厨房排気用の隠ぺい部ダクトの全て（仕様はｈ・（イ）・Ⅷ）

●排気ダクトの外壁から1ｍの長さ範囲（保温の厚さ25mm）

●外気取入用ダクト（保温の厚さ25mm）

○スパイラルダクトとする。

○

〇厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

●

〇親メーター（〇貸与品　○　　　　）　○子メーター（○参考量水器　○　　　　）

〇水道事業者指定品（○貸与品　〇買い取り）　○標準図ＭＣ形  ○既設品

ＪＩＳ又はＪＶ　●水道直結部分（●10Ｋ　○　　　　　　）　

引込納付金等

〇給水装置施工前に、上水道給配水協議書により上水道課と協議する。

● 〇要（○別途工事　〇本工事）●不要

○

（３）スプリンクラー管　○配管用白鋼管（埋設以外）　○塩ビ外面被覆鋼管（埋設）

〇都市ガス 13A

〇液化石油ガス

〇液化石油ガス　（1）一般　配管用炭素鋼鋼管

〇都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

●

●

下水道課との協議● ●公共下水道管接続について、下水道課と協議する。

● 〇 〇 配管用炭素鋼鋼管

　　　　　　　　  ポリエチレン管

○

○●

○

○

○○〇

倉庫棟新築工事 鉄骨造 1階 181.80

○

○●

●

一　式

図示既設建物の解体撤去に伴う給排水管、汚水配管の切離し及び図示範囲の埋設配管の撤去を行う。 図示に示す通り、

●

●

●

〇●

〇●

●

●

○

便所棟新築工事 木造 1階 57.54

既設建物解体工事 図示 図示 図示

●

○

○

○

既設建物解体に伴う切離し

撤去、処分、その他

●

一　式

一　式

一　式

一　式

●

●

●● ●

〇

〇

○

○

○

● ●

○● ●不要

●

〇

〇

〇
〇

● 一　式

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○● 一　式一　式
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機械設備工事図　（配置図）

藤 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士登録　第８５５８０号
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藤田　泰蔵

一級建築士事務所

ＴＥＬ：０７４９－６３－４５００

（ロ）第２４４９号

滋賀県 知事 登 録

ＦＡＸ：０７４９－５６－３０１８
滋 賀県 長 浜市口分 田 町３５０番 地７

email:fujita.a.office@gmail.com

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

敷
地
境
界
線

▽87.22

倉庫棟

便所棟

2020

2
0

4
0

GV-20(BOX共) GV-20(BOX共)

50

100

汚

汚

既設止水栓

参考品番器　具　名

衛生器具リスト

消費電力電　源 合計付　　属　　品

T28KUNH13 散水栓 1鍵付き　　　SUS製ボックス共、寒冷地用 1 TOTO

立水栓 M241SH SUS304HL,給水管HIPVC,13×70×1200（H=950）　　　　T200CSNR13（横水栓キー付き） 1 1 ミヤコ

備考

小口径インバート桝新設φ200

鋳鉄製桝蓋T-20

管底　85.62

管底　85.65

管底　85.79

20

汚

100

50

1
5
0

既設小口径桝φ200

φ600MHA

既

設

下

水

配

管

1
5
0
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倉庫棟　換気設備図

藤 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士登録　第８５５８０号
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藤田　泰蔵

一級建築士事務所

ＴＥＬ：０７４９－６３－４５００

（ロ）第２４４９号

滋賀県 知事 登 録

ＦＡＸ：０７４９－５６－３０１８
滋 賀県 長 浜市口分 田 町３５０番 地７

email:fujita.a.office@gmail.com

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

300300300300

250

FEW

250

FEW

記　号 機　器　名 電源 消費電力 参考品番（三菱）設置場所台数仕　　　　様

W1φ-100V 60.0 3FEW-300

形　式

付属品

OA-200 給気口

ダクト径 200 Φ

SUS製深形フード（防虫網付）,

形　式

風　量

付属品

3
m /h

1φ-100V 2壁付換気扇

690

18.5FEW-250 W

※SUS製深形フードは、指定色焼付塗装とする。

壁取付けタイプ

コントロールスイッチ（強弱スイッチ）

格子タイプ

SUS製ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、木枠

m /h
3

風　量

形　式

付属品

　　1860（1310）

羽根径　300φ 防災倉庫、資材置き場、車庫 EFG-30KSB2-C業務用有圧換気扇

休憩室1，2 EX-25EK9-C

SUS製ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ、木枠

格子タイプ

FEWFEWFEW

OA-200

OA-200

OA-300 給気口 プラスチック製吸気ガラリ　285×285

2 休憩室1，2

3 軒天井

丸形吸気グリル P-18GLC4

P-23GL6

OA-300 OA-300 OA-300

FS-04SWA3
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倉庫棟　冷暖房設備図
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藤田　泰蔵

一級建築士事務所
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（ロ）第２４４９号

滋賀県 知事 登 録

ＦＡＸ：０７４９－５６－３０１８
滋 賀県 長 浜市口分 田 町３５０番 地７

email:fujita.a.office@gmail.com

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

AC

1

AC

1

2

冷房能力

形　式

暖房能力kW kW6.0 10.2

1φ-200V　20A 室内機　　　MSZ-JXV5622S-W-IN屋内

2次側電源制御渡り配線

ルームエアコン（霧ヶ峰）JXVシリーズ

冷媒配管  φ x φ

室外機　　　MUZ-JXV5622S

AC-1

新設ルームエアコン室内機

ワイヤレスリモコン　

風量　冷房時 805 ㎥/ｈ

2020/3670 W消費電力（冷/暖）

外形寸法  295 x 799 × 309 (重量　16.0Kg） 三菱電気

同等品

2形　式 1φ-200V 屋外50 W 新設ルームエアコン室外機 送風機合計出力

圧縮機合計出力 1500 W

外形寸法  714 x 800 × 285 (重量　40.0Kg） 三菱電気

同等品

 6.35φ x 9.52φ

ルームエアコン（霧ヶ峰）JXVシリーズ

S

S

R 1

冷媒配管サイズ

上記冷媒配管に共巻き

連絡配線　CEE 2.0゜-3C(共通)

配管カバー　スリムダクト（塩ビ化粧カバー）ドレン管共巻きスチール架台　H=500、ボルト固定4か所
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一級建築士登録　第８５５８０号
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豊公園再整備倉庫棟他新築工事

便所棟 機械設備図

MWC

HWC

WWC

SK

汚

汚

小口径インバート桝新設φ200

ASカッター切断舗装復旧 

既設給水管に接続

50 50

2
0

50

50

5050

50

5
0

5
0

40

4
0

GV-32(BOX共)

GV-40(BOX共)

GV-32(BOX共)GV-20(BOX共)

既設止水栓

4
0

4
0

30 20

20

20

20

25

2
0

2
0

25 30 20

3
0

20 30

30

3
0

2
0

40

40

CODM-75

CODM-75

CODM-75

75 75 100

5
0

5
0

5
0

75

1
0
0

7
5

7
5

7
5

1
0
0

1
0
0

7
5

CODM-100

CODM-50

100 100

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

100

4
0

40

40

5050

100

100

100 100100

50

5

4 3

2

1

6

4

3

2

1

寸　法記号 形状 蓋 仕　様 備考

排水桝リスト

レジコン

桝底深さ

-300

注記：上記リストの深さは、参考とし現地調査の上決定すること。

　　　屋外排水勾配は2/100を標準とする。

100A-200φ -360

-460

5

6

-520

-620

　　　図中の深さは、設計GLを基準とする。公桝は現況桝蓋よりの深さを示す。

100A-200φ

100A-200φ

100A-200φ

100A-200φ

-11207 100A-200φ

レジコン-490

90Y

100A-200φ インバート桝

レジコン

レジコン

レジコン

レジコン

レジコン

インバ－ト桝

90Y

90Y

（設計GL基準）

ドロップ桝ST

ST

桝深さ(実長）

400

460

560

590

620

720

1120

7

100

90L

90L

(給排水設備図)

通気管立上りVP50

ドルゴ

トラップ桝

25

5
0

1
5
0

鋳鉄製桝蓋T-20（台座共）

インバート桝

インバート桝

インバート桝

桝底深さ

86.62

86.56

86.460

86.400

86.300

85.800～86.200

86.430

（標高）

8

（設計GL＝標高86.92）

-12408 100A-200φ  鋳鉄製T20 インバ－ト桝124085.680 90Y
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豊公園再整備倉庫棟他新築工事

便所棟 機械設備図　（衛生器具リスト）

洋風便器 SH596BAYR（ﾛｰﾀﾝｸ）.普通便座TC1R（蓋なし）.YH601FMR

小便器

参考品番器　具　名

衛生器具リスト

洗面器

CS597BMS

UFS900R

L532#NW1 TLE26506J（自動水栓）,TLDS2105J

消費電力電　源 合計付　　属　　品

6

2

1

1

1φ100V 10 W

1φ100V 5 W

2

3

1

1

4

インテリアバー TS134GLCY7S 固定金具共

1

小便器用手摺 T112CU2 固定金具共

3

1

ベビーチェアー YKA16S  ｺｰﾅｰ 固定金具共

1

トイレ用床材 AB690E

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ

3 3

ML60 オニックスシリーズ、幅1710mm、ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ両開扉ﾀｲﾌﾟ、底板、把手、洗面器2組設置 1 2

2

1 1

MLK1C 670甲板 プレーン

TOTO

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2

2

連立化粧棚 MAM3 C 1710 C NX Y オニックスシリーズ

4

1

〃

〃

T28KUNH13 散水栓 1鍵付き　　　SUS製ボックス共、寒冷地用 1 TOTO

1

1 1

ベビーチェアー YKA15S　平面 固定金具共

ベビーシート YKA25S 固定金具共

1

1 1 2

2

1

SK322＃SC1掃除流し TK22,T23AEQ20C,T9R,HH04060,T37SGEP

CODM-2　50掃兼ドレン 1

11

2

MMA6A1710A1030W大型鏡 11 2 〃

ダイドレ

〃

〃

コンパクト多機能
UADAK21R1A1ADD2BA

汚物流し用リモコン便器洗浄ユニット：1W　ウオシュレット（アプリコット、PS)：1260W　　
1φ100V 1 TOTO

汚物流し用電気温水器：600W、　洗面器用電気温水器：505W　手洗器用自動水栓：0.4W　
トイレパック

車いす・オストメイト

対応セット

TCF5840AUPN

1

掃兼ドレン

掃兼ドレン

CODM-2　75

CODM-2　100

1 2
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豊公園再整備倉庫棟他新築工事

便所棟 機械設備図

MWC

HWC

WWC

SK

150

FWT

記　号 機　器　名 電源 消費電力 参考品番設置場所台数仕　　　　様

換気機器リスト

SUS製深形フード（ギャラり付）、パイプスリーブ

0200

FWT-150 パイプ用ファン 形　式

風　量

付属品

3
m /h Pa静　圧

6.11φ-100V 8W V-12PP8-BL各形格子グリル　大風量・高静圧タイプ　　電源コード直付 MWC   WWC   HWC

P-18VS4

P18PSP φ150

人感センサー　

便所棟換気設備平面図　　　　　1/50

S

SUS製深形フードは指定色焼付塗装　

150

FWT

150

FWT

150

FWT

150

FWT

150

FWT

150

FWT

150

FWT

（換気設備図）


